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第
四
十
八
回
予
科
練
戦
没
者
慰
霊
祭 

 
 
 
 

 
 
 
 

理
事
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霞
ヶ
浦
爽
や
か
な
筑
波
の
風
流
れ
る
本
日
「
公
益
財

団
法
人
海
原
会
」
第
四
十
七
回
予
科
練
戦
没
者
慰
霊
祭

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

ご
来
賓
、
ご
遺
族
会
員
の
ご
参
列
奉
り
、
又
関
係
者

各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
慰
霊
祭
式
典
を
挙
式
得
ま
し

た
事
「
主
催
者
」
を
代
表
し
ま
し
て
有
難
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、「
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
」
誕
生
の
歴
史
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
て
平
和
な
世
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
乍
ら
大
正
年
代
各
国
は
作
戦
上
航
空
機

の
増
強
が
目
立
ち
始
め
、
日
本
海
軍
首
脳
も
搭
乗
員
の

主
力
に
十
五
、
六
才
少
年
募
集
制
度
を
確
立
、
約
六
千

余
名
の
受
験
者
よ
り
昭
和
五
年
六
月
、
横
須
賀
海
軍
航

空
隊
に
第
一
期
予
科
練
習
生
「
七
十
九
名
」
が
合
格
し
、

基
礎
教
育
を
行
い
ま
し
た
。 

世
界
は
更
な
る
戦
力
拡
大
の
現
実
に
、
我
が
海
軍
も

昭
和
十
五
年
十
一
月
、
最
大
揺
籃
の
地
と
し
て
、
霞
ヶ

浦
湖
畔
に
「
土
浦
海
軍
航
空
隊
」
開
隊
。
そ
の
後
全
国

に
十
七
ケ
所
設
立
。 

練
習
航
空
隊
を
巣
立
っ
た
彼
等
は
搭
乗
員
に
必
要
な

酷
し
く
苦
し
い
延
長
教
程
を
受
け
第
一
線
部
隊
に
配

属
、
各
隊
で
錬
成
さ
れ
海
軍
航
空
の
中
心
に
成
長
、
中

国
大
陸
広
く
太
平
洋
全
域
の
戦
闘
で
最
後
の
勝
利
を

信
じ
、
昭
和
の
御
代
に
二
十
前
後
の
若
者
が
み
ず
か
ら

永
い
人
生
の
総
て
を
自
ら
断
ち
国
難
に
赴
く
為
に
「
神

風
特
別
攻
撃
隊
員
」
に
参
加
、
出
撃
も
共
に
大
空
高
く
、

又
海
深
く
い
ず
こ
の
地
に
果
つ
る
と
も
、
国
に
命
を
捧

げ
る
を
誓
い
合
っ
た
予
科
練
出
身
搭
乗
員
「
二
万
八
千

余
名
」
の
七
十
％
近
い
「
一
万
八
千
五
百
六
十
四
柱
」

が
戦
い
の
庭
に
没
し
ま
し
た
。
彼
等
の
勲
高
き
霊
魂
は
、

先
輩
と
「
七
ツ
釦
」
姿
の
後
輩
「
ガ
ッ
チ
リ
」
肩
を
組

み
、
二
人
像
碑
内
に
祭
ら
れ
今
、
静
か
に
休
ま
れ
て
い

ま
す
。 

ご
遺
族
の
宝
、
遺
影
、
遺
品
等
昨
年
雄
翔
館
内
新
し

く
改
装
展
示
し
て
見
学
者
の
目
線
に
合
わ
せ
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
し
ま
す
阿
見
町
町
立
の 

      

「
予
科
練
平
和
記
念
館
」
は
町
の
皆
様
善
意
の
お
力

で
設
立
し
、
立
派
な
施
設
に
よ
り
歴
史
的
な
背
景
を
主

体
と
し
た
資
質
と
多
く
の
記
録
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
日
ご
参
列
の
良
い
機
会
で
す
。
是
非
と
も
ご
参
観

頂
き
ま
す
こ
と
幸
い
と
存
じ
ま
す
。 

茨
城
県
つ
と
に
日
本
人
の
心
に
深
く
残
り
、
星
移
り

変
わ
り
行
く
と
も
、
世
の
た
め
に
尽
く
す
真
心
の
貴
さ

に
差
意
は
な
く
「
予
科
練
魂
」
永
遠
に
次
の
世
代
に
伝

え
ま
す
。 

英
霊
の
と
こ
し
え
に
、
安
か
れ
と
祈
る
。 

 
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
五
日 
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法
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